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Starlight Engine とは

私たちが、フュージョンエネルギーを実現する。
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フュージョンを、発電プラントとして社会実装する会社

01  発電実証

02  技術統合

03  産業形成

• フュージョンを研究開発にとどめず、電力を生み出す発電プラントへ

• 2040 年代の商用化を見据え、トカマク型統合発電実証プロジェクト（ FAST）を推進

• 産官学の連携を通じてプラントを建設し、産業としてのサプライチェーンを構築

• 将来的には、商用プラントの世界展開を通じてフュージョンを日本の成長産業へ

• 発電に必要な要素技術を束ね、ひとつのフュージョンプラントとして統合

• 個別技術の性能だけでなく、プラント全体として動くことを重視
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多様な背景を持つメンバーが経営を担う

東修平 吉岡悠人 伊庭野健造
Shuhei AZUMAKiyotaka KIKUCHI Yuto YOSHIOKA Kenzo IBANO

三菱商事にて 30年以上にわたり事業
投資、 M&A 統合、事業再生、グロー
バル経営を担う。

直近では、常務執行役員としてアジ
ア19か国42拠点を統括。

数千億円〜 兆円規模の事業構想・経
営、アジアでの複合型プロジェクト
推進に従事。

菊地清貴

代表取締役社長 CEO 副社長執行役員 CSO

外務省にて経済連携交渉を担当後 、
経営コンサルファーム海外 拠点にて
グローバル戦略策定に従事。

その後、 全国最年少で四條畷市長 に
就任。 2期8年の間、 市政改革を主導 。

SLEでは政策・ 規制・ サイト ・ 広報を
統括。

執行役員 COO

総合商社でジャカルタに滞在し、天然
ガスプロジェクトの開発業務に従事。

その後、京都フュージョニアリング社
に参画し、ジャイロトロンビジネスを
事業拡大。

SLEではオペレーション・事業開発・
プロジェクト推進を統括。

執行役員 CTO

米国大学・研究機関と連携し、核融
合炉設計とプラズマ材料の相互作用
研究に15年以上従事し、商業炉の実
現を科学的に検証。

SLEでは、炉設計・技術戦略・研究
機関連携を統括。

早稲田大学政治経済学部卒 京都大学修士（ 原子核工学） 京都大学経済学部卒

慶應義塾大学卒/イリノイ大 M.S. /

京都大学Ph.D.
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https://youtu.be/3cQdI37F2Ag
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01  初回外部ラウンド  資金調達
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サイト公募の開始
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初回外部ラウンド資金調達
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億円

初回外部ラウンドとして、第三者割当増資により総額 60.6 億円を調達
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FASTプロジェクトを、次なるフェーズへ

設計の具体化 重要コンポーネントの

開発・実証

採用・組織拡大

2年で200 名規模へ

共同研究の推進

サプライチェーン構築

規制・ サイト への対応

8

01 工学設計 02 開発・実証 03 体制づくり 04 連携強化
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幅広い業界を代表する 17の投資家が参画

• リード投資家は、グローバル・ブレイン株式会社

• 電力、建設、不動産、通信、金融、素材メーカー、大学系 VC、海外 VCが参画
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なぜ今、フュージョンか：化石燃料への強い依存と将来の供給力不足

化石燃料

81%

非化石燃料

19%

日本の一次エネルギー供給構成 2023 年度

資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」 2023 年度確報、 IEA World Energy Balances 2025 、財務省「令和 5年分貿易統計」、電力広域的運営推進機関「将来の電力需給シナリオに関する検討  2025 」

113.2%

64.8%
55.0%

33.3%
21.4% 15.3%

米国 英国 フランス ドイツ 韓国 日本

主要国の一次エネルギー自給率 2023 年

米 英 仏 独 韓 日
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• 一次エネルギー供給の約８割が化石燃料であり、主要化石燃料は約 99% を輸入に依存

• 結果として、エネルギー自給率は 15.3% と低く、化石燃料輸入額は 27兆円に及ぶ

• DX・ GXに伴う需要増と設備更新で、 2050 年には最大89GW の供給力不足が見込まれる
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世界は、フュージョン「発電実証・商用プラント」競争に入った

2020 2025 2030 2035 2040

SPARC ARC

HTS
物理実証

BEST

CFEDR

LTS/HTS 物理実証

HTS 統合実証

LTS/HTS 統合実証

JT-60SA
LTS 物理実証

HTS 統合実証

ITER等で培われたトカマク技術・人材・産業基盤

2030 年代に、
商用化を見据えた
発電実証競争が本格化

日本

米国

中国

LTS：低温超電導

HTS：高温超電導
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発電実証を目指すトカマクでは、 HTS・ 高磁場化が有力な潮流に

核融合出力
MW （対数目盛）

0 1 3 4 5 6 72 98
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JET

ITER

EU-DEMOCFEDR

BEST

TFTR

ARC

革新 中庸 堅実

計画中

建設中

実証済

• 2030 年代の発電実証と経済性向上には、装置の小型化が重要

• LTS（ 低温超電導） では高磁場化の制約により装置が大型化し、建設期間・コストが増大

• HTS（ 高温超電導） により高磁場化が進み、小型トカマクが有力な選択肢に

Q-DEMO

NN

H

H

H

L

L

L

N

L

H

LH

LH

LH

常伝導

低温超電導

高温超電導

低温超電導（一部高温超電導）
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FAST設計のアップデート
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・民間主導のフュージョンエネルギー発電実証・統合プラント

・最も多くの実績があるトカマク型を採用

・ 2035 年に運転開始、 2038 年より発電実証

・得られた技術・規制・建設・運転の知見を、 2040 年代以降の商用化・世界展開につなげる
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FASTは、 ITERから商用化への技術ギャップを埋める

高性能プラズマ運転

商用化に必要な項目

重水素 -トリチウム燃焼

超電導マグネット

燃料サイクル

ブランケット

遠隔保守

JT-60SA

◎

×

△

×

×

×

ITER

〇

◎

〇

〇

〇

△

◎

◎

◎

◎

〇

LTS

統合プラント運転 △ △ ◎

プラズマ

炉工学

HTS

商用プラント

自己加熱（ α加熱）

ダイバータ

× ◎ 〇

× △ ◎ ◎

〇

△

主目的として実施

関連技術を実証

部分的に実証

対象外×

〇
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概念設計から、工学設計フェーズへ移行

概念設計（ 2025 年11月） 工学設計フェーズ（ 2026 年7月）

基本運転
（ Q≒1）

• 基本運転：統合システムの検証
（ Q≒2）

• 発電実証運転：商用プラントに近い炉心の検証
（ Q≒10）

主半径 3m 主半径 4 m

最大 50 MW th 最大 200 MW th

コンセプト

サイズ

核融合出力

• 2025 年の概念設計で示した方向性を踏まえ、発電実証に向けて設計をアップデート

• 運転モードの切替により、正味発電を実現する

最大 10 MW e 最大 76 MW e発電出力

※MW th＝熱出力 MW e＝電気出力
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日本の産業技術を結集し、フュージョン・サプライチェーンを形成

• プラントメーカー

• エンジニアリング会社

• 重電メーカー 他

炉統合システム1 超電導コイル2

• 特殊金属加工メーカー

• 産業用ガスメーカー

• 機械加工メーカー 他

ダイバータ3

• 真空容器メーカー

• 金属熱加工メーカー

• 非鉄金属メーカー 他

• 精密機器メーカー

• 電気機器メーカー

• 化学・商社 他

4 燃料システム ブランケット5

• 特殊鋼材メーカー

• バルブメーカー

• 加工メーカー 他

6 加熱

• 電子部品メーカー

• 電子デバイスメーカー

• 組立加工メーカー 他

遠隔保守7

• 産業用機械メーカー

• ロボティクスメーカー

• 重工メーカー 他

計測・制御8

• パルス電源メーカー

• 計測機器メーカー

• 研究機関・大学 他

© 2026 STARLIGHT ENGINE LTD.  ALL RIGHTS RESERVED.
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サイト公募の開始
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サイト選定に関する公式プロセスとして、公募を実施

公募開始
期間： 2026 年7月15日〜 10月15日

対象：都道府県・政令指定都市

01

02

03

公募
調査・検討の受け入れを募集

対話
応募自治体・パートナーと協議

調査
公募結果を踏まえ、現地調査を実施
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予備的調査では、全国 17の広域的自治体から関心が寄せられた

• 2025 年から、一般財団法人日本立地センターを通じて予備的な協議・情報交換を開始

• 複数の自治体で、知事等の首長との意見交換も実施

47/
予備的な調査で誘致に関心有りとした自治体数
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安全性を前提に、地域との共創可能性を総合的に確認

土地・自然条件

02
インフラ・建設条件

03
地域の協力体制

04
産業・人材集積

敷地面積・土地利用可能性・

地質・災害リスク等

地域との対話可能性・

土地関係者との調整  等

電力・系統、用水・排水、

輸送アクセス  等

将来的なサプライチェーン、

人材育成、地域産業との接続

© 2026 STARLIGHT ENGINE LTD.  ALL RIGHTS RESERVED.
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今後のスケジュール
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ここから 3年間で、発電実証への道筋をつける

2026 年

2027 -28年

2028 -29年

2030 年代  

2040 年代以降

工学設計、体制拡充、サイト選定プロセス開始

サイト評価・決定、開発・実証

建設準備・先行調達、大型資金調達

発電実証へ

産業化・商用 化・世界展開へ
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日本が育ててきたフュージョンを、発電実証から産業化・商用化へ

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

我が国を代表する成長産業へ国内フュージョン産業・サプライチェーンの確立

Images: JT-60SA; © ITER Organization, http:// www.iter.org /

要素技術開発

統合発電実証

・燃焼プラズマ実証

・長パルス運転実証
高性能プラズマ実証

商用プラントの実現・世界展開

Starlight
Engine

ITER/

BA

JT-60SA ITER

Industry/

Academia

商用プラント

・発電実証

・技術実証

・産業育成
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